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１．はじめに

東京大学秩父演習林（以下，秩父演習林）の面積は，5,811haあり，そのうち 1,848ha（32％）

が「原生林」として区分されている。秩父演習林では，伐採の記録や形跡がない成熟した天然林

（老齢天然林）と，一部択伐が行われたものの皆伐の歴史のない天然林（択伐林）を合わせて「原

生林」として取り扱っている。老齢天然林のうち，針葉樹または広葉樹のいずれかの材積が全材

積の 80％以上を占める場合はそれぞれ「針葉樹原生林」（へ小班，117ha），「広葉樹原生林」（ろ

小班，1,140ha）とし，針葉樹と広葉樹の材積が共に 20％以上ある場合は「針広混交原生林」（に

小班，36ha）に区分している。秩父演習林では，これら老齢天然林の動態に関する基礎的な資

料を得ることを目的として，伐採の記録等のない林分内に 15箇所の試験地を 1970年と 1989年

に設置し，「原生林固定試験地」として約 10年毎に測定している。2013年には，調査開始から

2007年までの毎木調査及び 2011年に実施した立木位置の測量データを報告した１）。今回は，

2016年に行った毎木調査から得られたデータを報告する。

２．試験地の概況

試験地は「針葉樹原生林」内に 3箇所，「広葉樹原生林」内に 12箇所，計 15箇所ある（図－

1）。設置年は，試験地 24ろ 1A～C，24ろ 3D，25ろ 1 の 5箇所（以下，A試験地）が 1970年， 

試験地 2ろ 2，19ろ 1，21ろ 4，22へ 1上，22へ 2中，22へ 2下，24ろ 2-3 上，24ろ 3中，24ろ 2

下（以下，B試験地）及び試験地 11ろ 1（以下，C試験地）の 10箇所が 1989年である。面積

は 850～3,000m2，標高は 850～1,650mの範囲にある（表－ 1）。なお，試験地 11ろ 1 の概況に

ついては，澤田ら２）によった。
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３．調査方法

すべての試験地で，2016年に毎木調査を行った。基本的には 胸高直径（DBH）5cm以上の

個体と，2006年以前の調査で 5cm未満だが測定している個体について，すべて標識し，樹種名，

株立か単木か（株番号を決めて記録し，同株幹は同じ番号とした）を記録し，地上 1.3mの

DBHを測定した。樹高は，DBHと樹高の関係を調べるために，総本数の 1割以上を選んで測
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図－ 1. 「原生林固定試験地」の位置

( 2) ( )
A 24 1 A 1970 850 1,140 43°

24 1 B 1970 1,114 1,130 30°
24 1 C 1970 1,220 1,190 39°
24 3 D 1970 1,024 1,210 44°
25 1 1970 1,006 1,160 37°

B 2 2 1989 1,512 880 40°
19 1 1989 2,500 900 31°
21 4 1989 2,500 1,140 28°
22 1 1989 2,500 1,650 34°
22 2 1989 2,500 1,420 30°
22 2 1989 2,500 1,400 34°

24 2-3 1989 2,500 1,450 40°
24 3 1989 3,000 1,270 37°
24 2 1989 2,500 1,050 38°

C 11 1 1989 1,500 850 34°

表－ 1. 調査地の概況
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定した。測定方法は，DBHは直径巻尺，樹高は超音波樹高測定器（VERTEXⅣ，Haglof 

Inc.）で測定した。

４．データの概要

出現種（枯死木を含む）の一覧を表－ 2に示した。学名および和名は米倉３）に従った。2013

年報告１）の際に，樹種名をミネカエデ a m. としていたものは，後の調査

で別種のナンゴクミネカエデ  omo .  h   omo . であるとされたため，本

報告ではすべてナンゴクミネカエデとした。表－ 3に，各樹木の状態を示す説明記号を，秩父

演習林大面積プロット毎木調査の様式４）を一部変更して記載した。附表－ 1に，各試験地の

DBH5cm以上の幹について，胸高直径，樹高，その他特筆すべき状態を示した。
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表－ 2. 出現種一覧（枯死木を含む）（続き）
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g
(D)

(RT) 5cm
(BS)
(SB)
(SC)
(SD)
(SL)
(UR)
(SF)
(WT)

(MOB)

SC: Stem with cavity, SD: Stem partly decayed, SL: Stem leaning
UR: Uprooting, SF: Mutiple stems fused, WT: Weakened tree
MOB: Measured at other than the breast height 

D: Dead, RT: Recruited trees, BS: Bark stripping on stem, SB: Stem breakag

表－ 3. 樹木の状態一覧

「附表－ 1」については，東京大学学術機関レポジトリ（ To o R po o ）に掲載してい

ます。
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